
  

 

 

 

 

 

 楽しみにしていた生活発表会も終わり、いよいよ冬休みが始まります。やりたいことがいっぱいのさく

ら組。まだまだ遊び足りない様子も見られますが、運動会、生活発表会など、たくさん頑張ってきた分、

冬休みの間ゆっくりと過ごしてほしいと思っています。第２学期に頑張ったことや、できるようになった

ことなど、たくさんの成長をお子さんと振り返り、実感したり自信をもったりできるよう、たくさん認

め、たくさん褒めてあげてください。きっと、お家の人からの言葉は何よりも嬉しく感じると思います。 

 

 

 生活発表会が終わっても、忍者ごっこやプリンセスごっこを楽しんだり、生活発表会で流していた曲を

繰り返し聴いたりして、余韻を楽しんでいました。それと同時に、クリスマスの製作をしたり、年賀状作

りをしたりと、年末の行事にも触れながら充実した毎日を過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月に種をまいたスナップエンドウが芽を出し、大きくなってきたので畑に定植しました。石井さ

ん、小宮さんのご指導の下、畝に穴を掘り、ポットから優しく苗を出し植え替え、これからの寒い時期、

霜よけとなる笹もさしました。「楽しすぎ～！！」という声も聞こえる中、最後まで楽しんで行うことが

でき、石井さんと小宮さんにも「上手にできたね。」と褒めてもらいました。 

 また、戸外に出ると必ず「今日は乾いてないかな？」とチューリップの観察もしていました。子どもた

ちが大切に育てているチューリップ。冬休みの間は、お子さんと楽しみながら世話をお願いします。日中

は日にあて、夜の間は玄関などの暖かい場所に入れてあげると、早く芽が出るそうです。スナップエンド

ウもチューリップも、寒さに負けずに大きくなってね！！ 

 

 

 

 

園だより（年少さくら組） 小田原市立下中幼稚園 

令和２年１２月２４日 

 

プリンセスになりきって、お菓

子や料理作り。忍者との戦いに

敗れ、「たすけてくれ～」と城に

逃げ込んできた悪者にも、「大丈

夫？」「おかゆ食べる？」と優し

いプリンセスに癒された悪者と

さくら組でした。 

「えい！！」「やー！！」と、剣

の修行。悪者が現れると、みん

なで力を合わせて戦います。何

度も修行に取り組んできたおか

げで、みんなの剣はボロボロ。

たくさん遊びました。 

３人で相談しながら、看板を作

りかき氷屋さんをオープンさせ

ました。寒いけど、フワフワの

かき氷は格別！片付けがちょっ

ぴり大変でしたが、みんなで力

を合わせたり試行錯誤したりし

ながら解決していました。 

ツリーやオーナメント、サンタ

のブーツなど、製作が好きなさ

くら組は、いろいろな製作に興

味をもち楽しんでいました。少

し難しいものも、自分でよく考

えながら作ることができまし

た。 

秋に収穫したサツマイモ。細か

ったり小さかったりしたもの

を使って、芋版を作り、年賀状

に描いた牛に模様をつけまし

た。いろいろな模様のすてきな

牛ができました。 

 

作成した年賀状は、ポストへ投

函しに行きました。あて先は、

お父さんとお母さん。子どもた

ちが考えた新年のあいさつも書

いてあります。年明けに家に届

くのを楽しみにしていてくださ

い♪ 

生活発表会後の姿 

栽培活動 



 ある日、「リレーやりたい」という一人の子の言葉をきっかけに、クラスみんなでリレーをすることに

なりました。みんなで集まって話をしているものの、なかなか始まりません。よくよく聞いてみると、そ

れぞれやりたいリレーの方法が異なるようです。「みんなで“せーの”で一緒に走りたい」「いつも通り２

つのチームがいい」「２つに分けないで１つのチームでやりたい」と、みんなの思いはバラバラ。こうが

いい、ああがいいと言い合う中で、一人の子が「じゃあ譲ってあげる」と言うと、他の子も、はっとした

ように「いいよ。」と譲り合う姿が見られました。   

譲ることができるのももちろん大切な事ですが、意見をぶつけ合うことができるというのはとても大

切なことだと思います。しっかりと自分の思いを伝え、ぶつかり合えるようになったということは、その

分、子どもたちの中で友達の存在が大きくなっているのだと感じます。第２学期、運動会、生活発表会を

通して、友達と一緒に活動を進めたり楽しんだりしたことがきっかけとなり、子ども同士の仲が深まった

ようです。 

友達と一緒って楽しい！けれど、ケンカをすることもあるし、いつでも仲良しとは限らない。耳の痛い

ことを言われてしまうこともあるかもしれない。それでも、友達と一緒だからこそ楽しいことはもっと楽

しく感じ、みんなと一緒だから、ドキドキすることも頑張れるのではないでしょうか。さくら組では、ち

ょっと心細い時に「一人じゃできない」「一人じゃ行けない」という言葉が出ます。周りの友達がいれば

心強いこと、みんながいつでも助けてくれることを知っているからこそ出る言葉だと思います。 

これからも、大好きな友達と一緒に、互いに刺激し合いながら、助け合いながら成長していって欲しい

と願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月２２日（火）にお楽しみ会がありました。ダン

スを発表したり、年長さんや教師の発表を見たり、歌

を歌ったりして楽しく過ごしました。お楽しみ会も終

わりに近づいたころ、どこからか鈴の音が…。なんだ

ろう？と思いながら部屋に戻ると、なんと大きなプレ

ゼントの箱が！！大興奮のさくら組。開けるのかと思

いきや、「年長さんに見せたい！」と、開けずに年長

さんの部屋へ。なんともさくら組らしい姿に、とても

温かい気持ちになりました。 

プレゼントは、第２学期にたくさん頑張って、たくさ

ん成長したさくら組へサンタさんからのご褒美です

ね♪ 
最近、文字への興味が 
でてきているようです。 
冬休みの間に、サンタ 
さんからのプレゼント 
を使って、文字に触れ 
て遊びながら楽しんで 
くださいね。 

 

 

 

さくら組にやってきた空気清浄機。 

♪ピロロン～と音が鳴ると、「頑張ります」

「空気が綺麗になりました」「う～ん、お水

おいしいな」など、いろいろな話をしてくれ

ます。その言葉が聞きたくて、♪ピロロン～

と音が鳴ると、ピタッと止まり、耳を澄ます

子どもたち。まるで、だるまさんが転んだの

ようです。 

『イオンちゃん』と名前をつけ、イオンちゃ

んが喋ると、「よろしくお願いします」「あり

がとう」と、返事をしています。新しく増え

た友達に、 

心を奪われ 

た様子のさ 

くら組でし 

た。 

 

ともだちいいね 

ありがとうサンタさん イオンちゃん 


